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基礎 「循環器疾患一釣藤散」

釣藤散の 基礎 ：作用の 予測 と裏付 け
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【要点】釣藤散は慢性の 頭痛、め ま い、肩 こ り な どを訴え、時 と して 、の ぼせ 、 耳鳴 り、

不眠な どを伴 う患者 に 用い られ る 。 こ れ らの 症状を呈する病気 と して 高血圧や動脈硬化、

神経症な どが考え られ る 。 最近、痴呆症に対 して有効で あ っ た と の 臨床報告 もあ る 。 しか

し、釣藤散 の 基礎薬理学的な薬効評価に つ い て は報告が殆 ど見当た らな い
。

一
方 、 釣藤散

を構成す る生薬に は 、 釣藤鈎を含め て 11 種 ある。そ こ で 、高血圧症と そ の 随伴症状に対

して 処方さ れ る漢方方剤 12 種 （釣 藤散、 三 黄瀉心湯、大柴胡湯、防風通聖散、桃核承気

湯 、 桂枝茯苓丸、通導散、黄連解毒湯 、 柴胡加竜骨牡蛎湯 、 七物降下湯、 八味地黄丸、真

武湯）を選 び 、
11 種の 生薬の 出現頻度を比較す る と 、 茯苓 、 生姜 （5 方剤）、 甘草 （4

方剤）、 半夏 （3方剤）、 釣藤鈎、人参、橘皮、防風、石膏 （2 方剤）、 麦門湯 、 菊 花 （1

方剤）で あ っ た 。 出現頻度 の 解釈 は難 しい が 、 出現頻度の 高 い 生薬が 基本的な性格を 賦与

し、 出現頻度 の低 い 生薬が釣藤散 の 特質を形造 ると も考え られ る。 中枢抑制作用が 生姜、

甘草 、 半夏 、 橘皮 、 釣藤鈎 、 人参 に見 られ 、 血管拡張作用 ・血圧 降下作用が釣藤鈎、 橘皮、

人参に見 られ 、 ま た 、 血液凝固阻止作用が茯苓 、 人参 に見 られ る こ とが報告され て い る 。

こ れ らの報告に は in　vitro の 成績が含 まれ、薬用量 も大 きい の で 、 そ の まま 、 釣藤散 の

臨床作用を説明す る訳で は な い が 、 釣藤散 の 使われ る病態 と比較的よ く合致 して い る。

一

方 、 関連する生薬 に含有 され る物質 の薬理 作用に つ い て は 、 釣藤鈎含有 ア ル カ ロ イ ドだ け

で も、 鎮静作用 、 神経節遮断作用 、 血管拡張作用 、 ア ド レ ナ リ ン 受容 体遮 断作用 、 抗Ca

作用、な どが 判明 して おり 、 釣藤散 に期待 さ れ る薬理 作用 ス ペ ク トル を持 っ て い る 。

【論点】（1｝釣藤散は 11 種生薬配 合の polypharmacy と考え られ る 。 釣藤鈎を中心 とす る

多岐に わた る薬理 作用は釣藤散の 治療効果に 関係が深 い こ とを論ず る。　   こ れ らの 薬理

作用は
一般的に 緩和 で ある の で、臨床効果発現 と の 間に隔た りが ある 。 これを埋 め る方法

論の 必要性に つ い て 論ず る。　 （3）患者 の 体質や体力 と方剤構成生薬 の 関係、生薬間 の 複合

作用な ど の 漢方特有の 問題点に つ い て言及する 。
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